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〇
観
光
行
政
に
つ
い
て

問　

こ
の
３
月
、「
大
網
白
里
市
観
光
ビ

ジ
ョ
ン
」
が
発
表
さ
れ
た
。
大
変
素
晴
ら

し
い
内
容
。
私
も
旅
行
会
社
に
25
年
勤
め
、

自
治
体
と
協
働
し
て
観
光
客
誘
致
事
業
を

長
く
や
ら
せ
て
頂
い
た
。
観
光
で
来
て
く

れ
た
人
が
街
を
見
て
、
最
終
的
に
移
り
住

ん
で
い
た
だ
く
。
こ
れ
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
な

ん
だ
と
思
い
ま
す
。
改
め
て
白
里
海
岸
の

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
。

答　

観
光
入
込
数
が
年
々
減
少
し
、
夏
の

海
水
浴
客
も
減
少
傾
向
に
あ
り
、
３
月
に

大
網
白
里
市
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま

し
た
。
白
里
海
岸
に
お
い
て
①
新
た
な
資

源
の
開
発
・
ブ
ラ
ン
ド
化
②
拠
点
の
整
備

③
効
果
的
な
情
報
発
信
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
手
法
の
最
適
化
④
連
携
の
強
化
、
４
点

を
柱
と
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

他
市
で
は「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ビ
ー
チ（
障

害
者
や
高
齢
者
が
快
適
に
楽
し
め
る
）」

や
「
ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ
グ
認
証
取
得
（
き
れ

い
な
海
岸
）
な
ど
特
徴
あ
る
取
り
組
み
を

す
る
自
治
体
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
研
究
を
。

白
里
海
岸
は
、
整
備
さ
れ
た
駐
車
場
や
広

い
ス
ペ
ー
ス
を
持
つ
な
ど
突
出
し
た
潜
在

能
力
を
持
ち
ま
す
。
観
光
に
携
わ
る
人
た

ち
は
、
他
の
観
光
地
を
良
く
見
て
我
が
市

と
比
較
す
る
べ
き
で
す
。
わ
ざ
わ
ざ
選
ん

で
来
て
も
ら
え
る
か
？
稼
げ
る
市
を
目
指

し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

〇
「
道
の
駅
」
要
望
に
つ
い
て

問　

こ
の
２
月「
白
里
地
区
へ
道
の
駅
を
」

と
商
工
会
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
と
新
聞
報

道
に
あ
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
ど
の
様
な

提
案
、
要
望
が
あ
っ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

白
里
地
域
の
活
性
化
の
ス
テ
ッ
プ
と

し
て
、
関
係
人
口
の
増
加
や
、
定
住
人
口

の
増
加
に
至
る
好
循
環
を
作
り
出
す
こ
と

に
よ
り
市
全
体
へ
の
様
々
な
波
及
効
果
が

見
込
ま
れ
る
道
の
駅
を
整
備
す
る
よ
う
、

市
に
要
望
す
る
も
の
で
す
。
具
体
的
な
施

設
の
内
容
に
つ
い
て
は
特
に
要
望
書
に
は

記
載
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
も
旅
行
業
界
に
長
く
居
り
、
道
の
駅

の
栄
枯
盛
衰
を
見
て
き
ま
し
た
。
平
成
５

年
当
初
、
全
国
で
１
０
３
駅
だ
っ
た
も
の

が
、
こ
の
２
月
で
１
，
２
０
０
駅
を
超

え
た
そ
う
で
す
。
大
網
白
里
市
は
後
発

組
。
民
間
の
「
尖
っ
た
提
案
」
を
行
政
が

後
押
し
す
る
形
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い

か
。
行
政
主
導
だ
と
事
業
者
が
甘
え
て
し

ま
い
上
手
く
行
か
な
い
事
例
が
散
見
さ
れ

ま
す
。
道
の
駅
と
い
え
ど
も
市
場
の
原
理

に
巻
き
込
ま
れ
る
商
業
施
設
。
簡
単
に
黒

字
化
を
見
込
め
る
物
で
は
な
い
は
ず
。「
よ

そ
者
・
若
者
・
ば
か
者
」
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
地
元
だ
け
で
な
く
オ
ー
プ
ン
な
状
況

で
話
し
合
っ
て
決
め
て
行
く
べ
き
。
後
々

こ
れ
が
財
政
上
の
重
荷
に
な
っ
て
は
本
末

転
倒
。
十
分
な
議
論
と
検
討
を
願
い
ま
す
。

〇
障
害
者
の
就
労
支
援
に
つ
い
て

問　

障
害
者
と
そ
の
家
族
が
孤
独
に
陥
ら

な
い
様
に
、
就
業
し
て
社
会
と
の
関
わ
り

を
持
つ
。
重
要
な
事
と
思
い
ま
す
。
市
の

障
害
者
手
帳
の
所
持
者
は
２
，
５
８
６
名

だ
そ
う
で
す
が
、
そ
の
う
ち
稼
働
年
齢
層

の
18
歳
～
65
歳
未
満
の
方
の
数
は
。
ま
た

就
労
に
動
い
て
い
る
人
の
数
は
。

答　

稼
働
年
齢
層
の
合
計
は
１
，
１
７
９

人
。
就
労
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
方
の
全
体

数
は
統
計
が
無
い
が
、
就
労
継
続
支
援
の

利
用
者
は
４
月
現
在
で
１
４
８
人
で
す
。

問　

先
進
地
で
あ
る
鎌
倉
市
や
総
社
市
の

様
に
就
労
の
目
標
数
値
を
掲
げ
る
等
し
て

市
の
価
値
を
高
め
て
は
い
か
が
か
。

答　

本
市
も
、
先
進
地
の
事
例
等
を
参
考

に
調
査
研
究
等
し
て
参
り
ま
す
。

※
そ
の
他
、
〇
自
治
体
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
推
進

（
デ
ジ
タ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
の
作
成
～
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
）、
〇
移
住
・
定

住
に
つ
い
て
、
問
い
質
し
ま
し
た
。

問　

現
在
、
本
庁
舎
の
大
型
増
改
築
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
４
期
に
分
け
ら
れ
た

工
事
計
画
の
１
期
す
ら
財
政
的
に
苦
し
い

状
況
だ
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
な
ど
緊
急

的
整
備
を
優
先
し
、
プ
レ
ハ
ブ
庁
舎
増
築

な
ど
を
見
直
し
、
民
間
商
業
施
設
の
空
き

店
舗
利
用
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

答　

庁
舎
の
分
散
化
に
関
す
る
課
題
と
し

て
は
、
移
転
に
必
要
な
広
さ
を
始
め
使
用

で
き
る
期
間
、
ま
た
場
所
の
分
か
り
や
す

さ
や
駐
車
場
の
確
保
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
複
数
の
用
件
を

本
庁
舎
内
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

行
政
効
率
の
面
か
ら
迅
速
な
事
務
処
理
、

意
思
決
定
が
で
き
る
の
か
、
施
設
の
維
持

管
理
、
移
動
経
費
、
人
件
費
の
増
加
が
考

え
ら
れ
る
こ
と
、
危
機
管
理
と
し
て
、
災

害
時
で
の
円
滑
な
対
応
が
で
き
に
く
い
こ

と
な
ど
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

問　

本
庁
舎
か
ら
比
較
的
移
動
し
や
す
い

課
は
何
か
。

答　

本
市
で
は
、
過
去
に
お
い
て
、
業
務

機
能
を
分
散
化
し
た
事
例
と
し
て
、
下
水

道
課
、
農
業
振
興
課
、
商
工
観
光
課
及
び

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
な
ど
を
本

庁
舎
以
外
の
施
設
へ
配
置
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
に
お
け
る
本
庁
舎
以
外
へ
の
機

能
移
転
に
つ
い
て
は
、
移
動
の
容
易
さ
等

も
含
め
、
具
体
的
な
検
討
は
行
っ
て
い
な

い
の
が
実
情
で
す
。

問　

民
間
商
業
施
設
の
空
き
店
舗
状
況
を

市
は
調
査
し
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。

答　

市
役
所
周
辺
の
空
き
店
舗
の
状
況
に

係
る
調
査
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

問　

民
間
商
業
施
設
を
活
用
し
た
図
書
館

は
、
費
用
対
効
果
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
利

用
者
が
商
業
施
設
内
の
飲
食
店
な
ど
を
利

用
で
き
、
利
便
性
も
高
ま
る
。
商
業
施
設

に
と
っ
て
も
空
き
店
舗
解
消
、
集
客
増
も

見
込
め
る
。
図
書
館
の
民
間
商
業
施
設
へ

の
移
転
に
つ
い
て
考
え
を
聞
き
た
い
。

答　

図
書
館
が
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な

ど
の
商
業
施
設
内
に
併
設
さ
れ
た
事
例
と

し
て
、
今
年
４
月
に
富
津
市
の
図
書
館
が

イ
オ
ン
モ
ー
ル
内
に
開
館
し
て
い
ま
す
。

富
津
市
の
事
例
は
、
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
活

用
を
模
索
し
て
い
た
イ
オ
ン
モ
ー
ル
富
津

か
ら
の
提
案
を
受
け
、
図
書
館
を
新
た
に

建
設
す
る
よ
り
も
初
期
導
入
費
用
が
抑
え

ら
れ
る
な
ど
の
理
由
か
ら
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
内
に
開
館
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
の
移
転
に
つ
き
ま
し
て
は
、
利

用
可
能
な
面
積
や
静
粛
性
が
あ
る
か
、
書

架
や
書
籍
の
重
さ
に
よ
る
床
の
耐
荷
重
が

あ
る
か
な
ど
、
移
転
先
が
図
書
館
機
能
を

有
し
て
い
る
か
と
い
っ
た
課
題
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
図
書
館
の
運
営
体
制
な
ど
の

見
直
し
だ
け
で
は
な
く
、
市
役
所
の
組
織

改
革
や
公
共
施
設
の
在
り
方
な
ど
も
考
慮

し
な
が
ら
、
他
自
治
体
の
先
進
事
例
な
ど

を
参
考
に
、
移
転
の
可
能
性
に
つ
い
て
研

究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

庁
舎
整
備
は
、
こ
れ
か
ら
１
期
工
事
が

始
ま
り
、
３
期
４
期
工
事
ま
で
は
時
間
的

に
余
裕
が
あ
る
。
市
の
施
設
を
民
間
商
業

施
設
に
分
散
で
き
な
い
か
具
体
的
な
調
査

を
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
「
富
津
市
図
書
館
整
備
基
本
計
画
」
に

よ
る
と
、
独
自
に
同
じ
規
模
の
図
書
館
を

建
設
す
る
場
合
は
12
億
円
か
か
る
も
の

が
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
内
に
設
置
す
る
場
合

は
、
１
億
５
，
０
０
０
万
で
済
む
と
あ
る
。

イ
オ
ン
モ
ー
ル
側
に
と
っ
て
も
集
客
増
が

見
込
ま
れ
、
空
き
店
舗
を
解
消
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

庁
舎
や
図
書
館
な
ど
を
自
前
の
ビ
ル
に

持
た
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
例
は
、
今
後

は
多
く
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
大
網

図
書
室
を
移
動
す
る
と
、
保
健
文
化
セ
ン

タ
ー
２
階
に
市
庁
舎
が
入
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
デ
メ
リ
ッ
ト
も
少
な
い
。

北
田 

宏
彦 

議
員

関
連
質
問

山
下 

豊
昭 

議
員

関
連
質
問

森
　 

建
二
　
議
員

市
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
と
「
道
の
駅
」、

障
害
者
の
就
労
支
援
状
況
を
問
う

会派代表質問

創
　
　
政

問　

厚
生
労
働
省
は
１
人
の
女
性
が
産
む

子
ど
も
の
数
を
示
す
合
計
特
殊
出
生
率
が

２
０
２
２
年
は
１
．
26
だ
っ
た
と
発
表
し

た
。
低
下
は
７
年
連
続
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
禍
で
の
婚
姻
数
の
低
迷
な
ど
が
影

響
し
た
。
社
会
や
経
済
の
活
力
を
維
持
で

き
る
か
の
瀬
戸
際
で
あ
り
、
出
産
や
子
育

て
な
ど
へ
の
若
年
層
へ
の
経
済
不
安
を
取

り
除
く
た
め
の
対
策
が
急
務
と
な
る
。
み

ど
り
が
丘
市
有
地
約
３
万
６
，
０
０
０
㎡

は
、
企
業
誘
致
を
目
的
と
し
た
売
払
い
を

進
め
て
い
る
が
、
周
辺
の
住
宅
、
小
学
校
、

子
育
て
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
環
境
と
企

業
立
地
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
企
業
誘

致
が
難
航
し
て
い
る
。
ま
た
、
み
ど
り
が

丘
地
区
は
子
育
て
環
境
の
充
実
し
た
住
宅

地
で
あ
り
、
子
育
て
世
代
の
人
気
が
高
い

が
、
売
地
が
ほ
と
ん
ど
無
い
た
め
、
市
の

施
策
が
生
か
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、

み
ど
り
が
丘
市
有
地
に
移
住
・
定
住
の
促

進
を
図
る
た
め
、
民
間
企
業
の
持
つ
経
営

ノ
ウ
ハ
ウ
や
資
金
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
住

宅
事
業
、
定
住
促
進
住
宅
事
業
な
ど
官
民

連
携
の
取
組
を
導
入
し
て
は
い
か
が
か
。

答　

企
業
誘
致
に
は
、
隣
接
す
る
小
学
校

の
教
育
環
境
や
周
辺
の
住
環
境
、
自
然
環

境
と
の
調
和
に
十
分
な
配
慮
が
求
め
ら
れ

る
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
誘
致
に
至
ら
な

い
。
移
住
・
定
住
の
促
進
に
つ
な
が
る
Ｐ

Ｆ
Ｉ
住
宅
の
導
入
可
能
性
に
つ
い
て
先
進

事
例
を
調
査
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

茨
城
県
境
町
で
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
で
建

設
費
約
45
％
を
社
会
資
本
整
備
交
付
金
で
、

約
55
％
を
民
間
事
業
者
が
資
金
調
達
し
住

宅
を
建
設
し
た
。
建
設
、
維
持
管
理
費
、

町
の
持
ち
出
し
ゼ
ロ
円
、
財
政
負
担
の
軽

減
、
民
間
活
用
に
よ
る
低
廉
か
つ
良
質
な

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
民
間
へ
の
新
た

な
事
業
機
会
創
出
、
経
済
活
性
化
へ
の
貢

献
。
本
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
で
も
、
予

算
を
使
わ
ず
遊
休
市
有
地
を
活
用
し
た
移

住
・
定
住
施
策
を
進
め
て
頂
き
た
い
。

黒
須 

俊
隆
　
議
員

庁
舎
増
築
を
見
直
し
、
民
間
商
業
施
設
の

空
き
ス
ペ
ー
ス
活
用
の
検
討
を
！

個人質問

問　

会
派
創
政
の
山
下
豊
昭
で
す
。
引
き
続

き
、
関
連
質
問
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

未
完
成
の
空
き
家
実
態
調
査
の
現
状
の
進

捗
状
況
と
結
果
に
つ
い
て
、
令
和
元
年
度
よ

り
４
年
度
の
地
区
別
空
き
家
状
況
実
態
に
つ

い
て
併
せ
て
お
答
え
下
さ
い
。

答　

は
じ
め
に
空
き
家
実
態
調
査
に
つ
い
て

山
武
郡
市
広
域
水
道
企
業
団
の
水
道
閉
栓
情

報
を
基
に
令
和
５
年
４
月
末
の
状
況
で
対
象

の
内
１
，
１
８
２
件
が
終
了
し
て
お
り
、
残

り
１
７
１
件
に
つ
い
て
は
場
所
の
特
定
が
困

難
で
現
地
の
情
報
を
基
に
６
月
中
に
確
認
終

了
予
定
で
す
。
続
い
て
地
区
別
の
空
き
家
状

況
に
つ
い
て
は
前
回
同
様
、
総
務
省
の
５
年

毎
の
調
査
の
た
め
、
新
た
な
推
移
デ
ー
タ
は

な
く
、
地
区
別
空
き
家
数
に
つ
い
て
も
同
様

で
ご
ざ
い
ま
す
。

問　

次
に
、
空
き
家
対
策
協
議
会
設
置
と
対

策
の
認
識
、
今
後
の
予
定
を
伺
い
ま
す
。

答　

本
年
第
４
回
定
例
会
で
空
き
家
対
策
協

議
会
の
条
例
化
を
予
定
、
年
度
内
に
協
議
会

設
置
、
空
き
家
等
対
策
計
画
の
策
定
に
着
手

し
て
参
り
ま
す
。

問　

実
態
調
査
終
了
後
直
ち
に
対
策
協
議
会

を
設
置
し
、
空
き
家
等
対
策
計
画
を
策
定
さ

せ
る
訳
だ
が
、
現
時
点
に
お
け
る
認
識
を
含

め
て
支
援
制
度
の
内
容
と
利
活
用
に
つ
い
て
、

空
き
家
バ
ン
ク
の
内
容
と
利
活
用
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

答　

ま
ず
空
き
家
の
具
体
的
支
援
策
に
つ
い

て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。
国
の
支
援
制
度
の

補
助
金
を
有
効
活
用
す
べ
く
、
今
年
度
空
き

家
等
対
策
計
画
の
策
定
を
し
た
上
で
各
支
援

策
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
空
き
家
バ
ン

ク
利
活
用
は
平
成
29
年
度
よ
り
運
用
し
成
約

数
は
８
件
で
、
今
後
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載

や
空
き
家
サ
イ
ト
活
用
を
強
化
い
た
し
ま
す
。

　

分
か
り
ま
し
た
。
担
当
課
の
皆
様
に
は
本

気
で
実
現
可
能
な
人
口
減
か
ら
人
口
増
へ
の

取
り
組
み
に
向
け
今
一
度
の
要
望
と
期
待
を

込
め
て
課
題
推
進
に
向
け
た
エ
ー
ル
と
さ
せ

て
頂
き
、
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。


